
令和２年度

認知症ケアパス普及研修会

日時 ： 令和３年３月８日（月）

１８：３０ ～ ２０：００

場所 ： 介護老人保健施設くろかみ 研修室

ＪＡ阿新 生活センター２階会議場

ケアキャビネットＺ連携 会議室

主催 ： 新見医師会

共催 ： 新見市地域包括支援センター



 

令和 2年度 認知症ケアパス普及研修会の開催 次第 

                     

       日 時：令和 3年 3月 8日（月） 18:30～20:00 

 

場 所：介護老人保健施設くろかみ 研修室 

ＪＡ阿新 生活センター2階 会議場 

                       ケアキャビネット Ｚ連携会議室 

 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ    新見医師会 太田隆正会長 

 

３ 講 演  

「認知症に対しての地域での取り組みについて」  

     備北地域認知症疾患医療連携協議会 新見部会長 土井 浩二先生 

 

      ・質疑応答 

 

４ 取組紹介 

１）「新見市の認知症への取り組みについて」      

認知症地域支援推進員 新見市地域包括支援センター   

福田 伊佐子様 

 

２）「認知症の方が地域で安心して暮らしていくために 

～社会福祉協議会の取り組み～」 

                      新見市社会福祉協議会     上田 亮子様  

      ・質疑応答 

          

５ 閉 会 



新見市の高齢者の状況と
認知症への取り組みについて

令和3年3月8日（月）

認知症地域支援推進員
新見市介護保険課
地域包括支援センター保健師

福田伊佐子



本日お話しさせていただく

新見市の高齢者の状況と

認知症への取り組みについては

今年度作成する「第8期介護保険
事業計画」に掲載予定のデータを
活用しています。



①新見市の人口の推移

高齢者を取り巻く現状
 

【人口の将来推計】 
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資料：平成 30 年～令和２年は住民基本台帳（各年３月末日現在）、令和３年以降は本市の独自推計。 



②新見市の要介護・要支援者数の推移

【要支援・要介護認定者数の推計値】 

～

第７期計画期間 第８期計画期間
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注：平成 30 年度～令和２年度は介護保険事業状況報告による実績値、令和３年度以降は推計値。 



 

【要介護等認定率の推移】 
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注：要介護等認定率＝認定者数（第１号被保険者）÷第１号被保険者数 

資料：介護保険事業状況報告（各年度 10 月月報） 

 

③新見市の要介護・要支援認定率の推移

平成29年度
総合事業開始



「新見市高齢者の暮らしと
意識に関する調査」

からみえる現状と課題



①介護の必要性

85歳以上の
３７％ ８０～８４歳の

１９％



②介護・介助が必要になった原因

認知症が
１１.５％



③物忘れが多いと感じることがありますか



➃必要だと思う認知症施策



「新見市の
認知症への取り組み」



共に支え合い 笑顔があふれる あたたかいまち にいみ

 

 

 

（１）地域包括支援センターの機能強化 

（２）在宅医療・介護連携の推進と人材の確保 

（３）地域ケア会議の推進 

（４）安心・安全な地域づくりの推進 

（５）権利擁護の推進 

１ 地域包括ケアシステム
の推進 

 

住
み
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た
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ま
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（１） 介護保険サービスの質の確保・向上 

（２） 制度の適正・円滑な運営 
４ 介護保険事業の充実と
円滑な運営 

（１）生活支援サービスの体制整備 

（２）在宅福祉サービスの推進 

（３）高齢者の住まいの確保 

３ 生活支援の充実 



・認知症の早期診断・対応

・認知症の予防

①認知症予防・ケア対策の推進





・相談窓口の周知・体制整備

・認知症対応型介護サービス
の充実

・家族介護者の負担の軽減

②家族介護者への支援



③地域で見守る体制の推進

・認知症サポーター養成講座
の開催

・認知症キャラバン・メイト
連絡会の開催等



認知症サポーター

5152人
認知症キャラバン・メイト

96人

令和3年2月18日現在



➃若年性認知症の人への支援

・「おかやま若年性認知症支
援センター」との連携





ご静聴
ありがとう
ございました



1

と き：令和３年３月８日（月）
ところ：くろかみ

認知症の方が地域で安心して暮ら
していくために

社会福祉法人 新見市社会福祉協議会
地域福祉推進課 上田 亮子

～社会福祉協議会の取組～
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基本理念

１．福祉の心を育てよう

２．ともに支えあおう

３．福祉環境の充実を図ろう

にこにこ いきいき みんなでつくろう やさしいまち

―地域共生社会の実現に向けて―

基本目標

地域福祉活動計画の策定
第３次新見市地域福祉活動計画書



3

中学生、高校生を対象に、市内福祉
施設においてボランティア活動の機
会を作り、当事者とのふれあう機会
を提供します。
事前・事後研修会で福祉に関する
学びの場を設けることで、高齢者、
障害者への特性を理解するととも
に「共に生きる」ことを考える機会
を作ります。

今年度は中止

■夏のボランティア体験

認知症の方など支援が必要な方への
理解促進の取組

１

福
祉
の
心
を
育
て
よ
う



4

社協職員の持つ専門性を生かし、学校、職場、地域団体
などを対象に、認知症や高齢者の理解促進を行うため
出前福祉教室を行います。

出前福祉教室

講座名 内容

高齢者疑似体験
疑似体験グッズを使用して高齢期にあらわれる体の変化を知り、
高齢者に対する理解を深めます。

車いす体験
体験を通して車いす使用者の目線を知り、支援方法や、
共に生きることについて考えます。

認知症について理解
を深めよう！

認知症を正しく理解し、私たちにできることを一緒に考える機会を
つくります。

１

福
祉
の
心
を
育
て
よ
う
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ふれあいいきいきサロン（市受託事業）

介護予防・認知症予防の取組

介護予防、地域住民の交流・仲間づくりの促進を目的として身近な地
域で誰もが参加しやすい場づくりを行います。

無理なく気軽に！
歩いていける範囲で

現在市内８０サロン

２

と
も
に
支
え
あ
お
う
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ふれあいサロン推進における社協の支援

〇活動助成金の支出
月１回一人１００円を助成する
（要件）
・年６回以上実施計画があるサロン
・趣味活動に特定されていないこと
・社協と連携すること

〇活動継続支援
・ふれあいサロン情報交換会の実施
・地区担当のサロン訪問、運営相談
・外部講師の紹介
・レクリエーション用具の貸し出し
・ふれあいサロンの保険への加入
・ふれあいサロンガイドブックの作成



生活課題（困りごと）

7

■福祉委員の設置・・・行政地区に1名以上設置

問題の
早期発見

早期支援

地域包括支援センター
社協・関係機関など

協力

ご近所さん
福祉委員

民生委員
児童委員

サービス事業所など

地域の
「ちょっとした変化」 に気づき 伝えていただく！

地域のアンテナ役

気にしあい 支えあう活動の推進２

と
も
に
支
え
あ
お
う



・福祉委員・民生委員児童委員、
地区社協関係者などが参加
・地域の福祉課題について共有

福 祉 連 絡 会

民生委員・児童委員

との連携づくり
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気にしあい支えあう活動の推進
生活支援コーディネーターの配置

―生活支援体制整備事業（介護保険法）ー

第１層生活支援コーディネーター ２名

市域全体 ・新見市社協職員(新見市より受託） ２名

第２層生活支援コーディネーター １８名
（日常生活圏域ごと）

・新見地区

市民センター長、公民館長 １４名

・新見市社協各支所長(新見市より受託） ４名

２

と
も
に
支
え
あ
お
う
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生活支援コーディネーターの役割
支え合い活動を推進するために、地域団体や行政等の関係機関と
連携・協働し、地域の力を再発見し、地域住民が主体となり課題解
決のための取組を創りだす支援を行い、住み慣れた地域でより暮ら
しやすくする地域づくりを進めていきます。

第2層
生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

新見市地域担当職員

新見市社協地区担当
新見市地域包括支援
センター

新見市福祉課

新見市健康づくり課
新見市総合政策課

第1層
生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

各地区地域共生社会
推進チーム



生活支援コーディネーター活動の具体的な取組

小地域ケア会議
の設置状況

３１地区
（３９地区中）

各地区に小地域ケア会議の設置を推進し、地域課題の把握や、
課題解決のための協議を行い、実践活動の創出支援を行います。

新見市社協

民生委員地域振興会

栄養委員

婦人会
老人クラブ

ＰＴＡ

愛育委員 福祉委員

地区社協会長

福祉課

地域包括支援センター 健康づくり課

協議の場

地域住民と専門職が
共に考える場

地域の福祉課題について
協議をする場

第２層SC

小地域ケア会議の様子



住民や地域の各団体代表や民生委員、福祉委員等を中心に、地域課題の 共有と解
決に向けて、生活支援コーディネーター、社会福祉協議会や行政も一緒に考える場で
す。
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（１）地域の困りごとや課題を抽出
（２）課題を集約し、みんなで共有
（３）課題の解決策を住民と社協・行政が一緒に協議
（４）課題解決へ向けた情報収集（つながる・学ぶ）
（５）課題解決へ向けた仕組みを検討（支える・つくる）

小地域ケア会議とは

近所同士の繋が
りが薄くなった

移動に困ってい
る人がいる

地域の見守りが必要
（独居・認知症）

身近な相談相手、
交流先がない

認知症が心配

人口減少で支え
合いができない

買物と病院受診に
困る人が出てきた



13



神郷南地区
認知症サポーター養成講座

小地域ケア会議からはじまった

認知症についての取組紹介

14



Ｈ２７年度
小地域ケア会議で地域全体で認知症への理解
を深めようと決まる

神郷南地区

15

認知症への理解を深める取組はじまる
①研修会…認知症サポーター養成講座を公民館

分館単位で実施
②広報啓発…かわら版を作成し、地域全体に活動

を周知

取組紹介 ～研修会～



上市地区
・お話訪問活動
・認知症サポーター養成講座
・認知症に関する研修会

小地域ケア会議からはじまった

認知症についての取組紹介

16



平成２８年度 小地域福祉活動計画 策定

平成２９年度 防災＆見守りマップづくり
で見守り活動の必要性を研修

平成３０年度 “お話訪問活動”開始

※Ｈ２７年度 福祉に関するアン
ケートを実施（全戸対象）

災害時に見守りが
必要な人は、日頃か
ら見守りが必要！

取組紹介 ～見守り活動～

（３か年）

上市地区



上市地区
「お話訪問活動」

◇実施団体 上市地区社会福祉協議会

◇実施開始 平成３０年１２月

◇対象者 見守りが必要な方で活動に同意をしている方

◇お話訪問対象者 ２９名（現在２４名）

（活動内容）
・月に1回、お話訪問ボランティアが２名１組で、自宅に訪問
・訪問状況を記録用紙に記入し、上市市民センターへ届ける
・支援が必要な方がいた場合、地区社協役員や民生委員が
対応する
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認知症サポーター養成講座
平成30年2月25日 ８１名受講

認知症に関する研修会
（新見市社協ピオーラ座）
令和２年２月１日 ８４名参加

お話訪問活動の際に、ちょっとした
異変に気づき、民生委員等につな
ぎ早期に支援ができた事例あり



１ 目的

認知症の高齢者や障がい者など、判断能力が不十分となっ

ている方が地域で自立した生活を送ることができるよう、

福祉サービスの利用援助や金銭管理を行い、地域で長く安

心して生活できる環境をつくる。

２ 内容

利用希望者と契約を結び、定期的な訪問・面接を実施

◇福祉サービスの利用援助：情報提供や助言、利用手続き支援

◇日常的な金銭管理：毎日の生活に必要な金銭の管理

◇書類等の預かりサービス：通帳や実印などの預かり

◇その他、日常生活全般の相談援助

社協が実施する諸事業、他機関との連携

相談支援事業実務者連絡会議
20

日常生活自立支援事業（県社協受託事業）

認知症の方への支援①３

福
祉
環
境
の
充
実
を
図
ろ
う



法人後見・権利擁護推進事業（市委託事業）

１ 目 的

「成年後見制度」に基づき、判断能力が不十分な高齢者や障がい者
などの権利擁護支援を行う。

また、成年後見に関する相談に応じ、同制度の普及啓発や利用促進

を図るとともに、地域住民や関係機関と連携し、権利擁護の推進を図る。

21

認知症の方への支援②３

福
祉
環
境
の
充
実
を
図
ろ
う

２ 内 容
①法人後見
社協が成年後見人等となり、金銭管理や契約などの後見行為を行う

②新見市成年後見相談センター運営
成年後見制度活用に関する助言等情報提供や、成年後見制度の普

及啓発を行う。
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１ 介護保険事業

①居宅介護支援(ケアマネージャー)
②訪問介護(ホームヘルパー）
③通所介護(デイサービス）
④訪問入浴介護

認知症の方への支援

２ 生活支援事業

①家族介護者のつどい・
くつろぎの家

②新見市社協高齢者等生活応援
事業
概ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者等に

対する家事等の支援

中央・神郷
中央・神郷
中央・神郷
中央

３

福
祉
環
境
の
充
実
を
図
ろ
う



ご静聴ありがとうございました。

皆さまの今後のますますの
ご活躍をお祈りします！！



アンケートにご協力をお願いします 

新見医師会 

 

皆様のご意見を今後の活動の参考にさせていただきますので、ご協力をよろしくお願いいた 
します。       ※該当するものに○を付けてください。 

 

Ｑ１．参加された会場を教えてください。 
    

   （ くろかみ会場     ＪＡ会場     Ｗｅｂ参加 ） 

 
 

Ｑ２．職種を教えてください。 

 
   （ 医療職    介護職   福祉職    事務職    行政職   その他 ） 

 

 
Ｑ３．本日の講演を聴かれて気付いたり、考えが変わったりしたこと、印象に残ったことなど是
非教えてください。 

 
              

 

 
 

 

 
Q４．本日紹介された広報物についてご存知でしたか？下記にチェックをして下さい。 

         

広 報 物 

チェック欄 

活用し 

ている 

知って 

はいる 

知らな 

かった 

認知症あんしんカード 
   

認知症になっても安心リーフレット 
   

認知症安心ガイドブック 
   

第３次新見市地域福祉活動計画 
   

日常生活自立支援事業のご案内 
   

成年後見制度 
   

 

Q５．認知症への取り組みやリーフレットの内容・使い方についてのご意見、ご提案があれば 
ご自由にお書きください。 

 
 
 

 

 
 

                              ☆裏面に続きます 

 



 
Ｑ６．認知症の方や家族に対して取り組んでいることがありましたら教えてください。また、取

り組んでほしいことなどありましたらお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７．今回のような「会場参加とＷｅｂ参加を併用した研修会」の開催について、どうお考えになっている

か教えてください。該当する項目すべてに〇を付けてください。 

 

  ➀ 会場参加があるので参加しやすい。 

  ② Ｗｅｂ参加できるので参加しやすい。 

  ③ Ｗｅｂ参加したいが、ケアキャビネットに入っていないので仕方なく会場参加している。 

  ④ Zoom利用ならWeb参加したい。 

  ⑤ 会場参加もWeb参加もどちらも参加しやすい。 

  ⑥ 会場参加もWeb参加もどちらも参加しにくい。→理由を教えてください 

                            

                            

                            

 

Q８．その他どんなことでも、ご意見がありましたらお聞かせください。 

        

 

 

 

 

  

  ☆アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

大変申し訳ありませんが、集計の都合上３月１５日までにご返送ください。 

    

 


